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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに

アスファルト表面遮水壁の上部遮水層に用いられる水工用アスファルト混合物は、1) 紫外線の影響によ

り空気（酸素）と結合して起こる酸化劣化、2)冬季間中の雪氷（結氷）の滑落による摩耗、などの作用によ

って遮水層本来の機能が損なわれる恐れがある。この外部からの作用を抑制する目的で、上部遮水層上に層

厚の薄い表面保護層を設けるが、この保護層自体も遮水層と同様の影響を受けることから、表面保護層の耐

久性についても所要の性能を維持する必要がある。しかし、表面保護層が種々の影響によって受ける劣化・

損傷等については不明な点も多い。そこで表面保護層にアスファルトマスチック（厚さ 2mm）を用いた場

合について水面上・下部における「劣化形態」を把握することを目的とし、室内促進劣化試験による検討を

試みた。

２．試験概要２．試験概要２．試験概要２．試験概要

（１）検討したアスファルトマスチックの種類（１）検討したアスファルトマスチックの種類（１）検討したアスファルトマスチックの種類（１）検討したアスファルトマスチックの種類

検討したアスファルトマスチックは表-1に示す 2配合である。

（２）促進劣化方法（２）促進劣化方法（２）促進劣化方法（２）促進劣化方法

促進劣化方法は次の 2 種とした。

１）１）１）１）    長期水浸による方法長期水浸による方法長期水浸による方法長期水浸による方法     ……………………60℃の恒温水槽に 60,180,360

日水浸（水面下の劣化を想定）。

２）２）２）２）    紫外線照射による方法紫外線照射による方法紫外線照射による方法紫外線照射による方法     ……………………ｻﾝｼｬｲﾝｶｰﾎﾞﾝｱｰｸ燈式耐侯性

試験機（JIS B 7753）により人工光源を 1000 時間照射

（水面上の劣化を想定）。

（３）劣化度合の評価（３）劣化度合の評価（３）劣化度合の評価（３）劣化度合の評価方法方法方法方法

劣化度合の評価方法は、1) 組成分析試験（アスファルトマス

チック中のアスファルト分析）、2) 劣化深度試験（アスファル

トマスチックの深さ方向における官能基分析）とした。

３．試験結果３．試験結果３．試験結果３．試験結果

（１）（１）（１）（１）組成分析試験結果組成分析試験結果組成分析試験結果組成分析試験結果

アスファルトが劣化した場合、一般にアスファルトはアスフ

ァルテン分、レジン分が多く、飽和分、芳香族分が少ないほど

軟化点・動粘度は大きく、針入度は小さくなる傾向にある１） と

されている。今回の試験結果では、図-1，2 に示すように各配

合とも長期水浸時間の増加および紫外線照射によって、芳香族

分の減少およびレジン分の増加が著しく、アスファルトの劣化

が認められた。また、試験後の供試体を観察すると、変色やア

スファルトの光沢が無くなっていることから、組成分の一部が

流れ出た可能性も考えられる。

A配合 B配合

針入度(1/10mm) 86 101

軟化点(℃） 46 89
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表-1.アスファルトマスチックの配合

(%)

図-2．組成分析結果（Ｂ配合）
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図-1．組成分析結果（Ａ配合）
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（２）劣化深度（２）劣化深度（２）劣化深度（２）劣化深度試験結果試験結果試験結果試験結果

本試験では、供試体表面から約 2

μm 下の位置を表層部、約 1mm 下

を中層部、約 2mm 下を底層部とし

て、各層の官能基を測定した。ま

た、アスファルトマスチック中の

官能基については、①ＣＨ２基の減

少は「アスファルト中の低分子の

蒸発や重合縮合」、②Ｃ＝Ｏ基の増

加は「アスファルトの酸化劣化」、

をそれぞれ意味するものと考えた。

1)1)1)1)長期水浸による場合長期水浸による場合長期水浸による場合長期水浸による場合

図-3 のように「①～②」の現象

は、各配合とも水浸時間が長くな

るに従い表層部、中層部、底層部

の順に進行することが認められた。

また、各配合を比較すると、60 日

水浸では、Ａ配合よりＢ配合の方

が底層部の酸化劣化については早

い時期から生じ易い傾向が認めら

れた。

2) 2) 2) 2) 紫外線照射による場合紫外線照射による場合紫外線照射による場合紫外線照射による場合

図-4 のように「①～②」の現象

は、紫外線照射によって各配合と

も表層部のみに著しく変化が認め

られた。また、配合の相違による

劣化度合は、ほぼ同程度であった

が、供試体表面の目視観察結果で

は、Ａ配合が薄茶色に変色し細か

い皺が多数発生したのに対し、Ｂ

配合ではこれに比べ表面の変色お

よび皺の発生は少なった。

４．まとめ４．まとめ４．まとめ４．まとめ

本試験結果より、アスファルト表面遮水壁の表面保護

１）１）１）１）水浸および紫外線照射状態におけるアスファルトマ

の蒸発や重合・縮合」の現象が時間の経過と共に大き

２）２）２）２）水浸状態におけるアスファルトマスチックは、表層

向にあるのに対し、紫外線照射状態では、表層部のみ

今後これらの室内結果と実際の表面保護層（供用時）

握したいと考えている。
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図-3.劣化深度試験結果（長期水浸）
層の劣化について以下のことが明らかになった。

スチックは、「組成分の変化」「酸化劣化」「低分子

くなる。

部，中層部，底層部の順位に劣化等が促進される傾

にその現象を強く受ける傾向にある。

との比較検証を実施し、表面保護層の劣化形態を把

図-4.劣化深度試験結果（紫外線照射）
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